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フードバンクかながわを知って体験 ボランティア研修 

自分たちでいちから作る 本格羊腸詰めウインナー わくわく♪手作りソーセージ体験 

私たち「横浜南エリア」は、横浜南部

で活動している、パルシステム神奈

川の組合員が構成するグループで

す。同じ組合員のための企画を計画・

運営する等を行っており、上記記事

「わくわく♪手作りソーセージ体

験」の主催はその一環です。 

月１回のミーティングが主な活動

で、その際はパルシステム商品を試

食できます。活動場所はシーサイド

ライン福浦駅徒歩１分の横浜南セン

ター、またはリモートです。現在は

10/18(土)「横浜南センター感謝祭」

の開催に向けてメンバー5 名で準備

をしています。 

あなたもエリア活動に参加して、＜

商品購入だけ＞から一歩ふみ出しま

せんか。上記お問合せ先までお気軽

にお問合せください。（SR） 

業を行いました。 

貧困に窮する人がいる一方で、国民

一人当たりの一年間の食品ロス量は

38 ㎏という現状をお聞きしました。

私たちひとりひとりが、何ができる

か考え、実行しなければならないと

感じました。 

仕分け作業のボランティアは随時募

集しているので、興味のある方はぜ

ひ「フードバンクかながわ」のサイト

を覗いてみてください。（RM） 

水を加えるのがポイントです。子ど

もの小さな手で、ボウルの底から全

体を混ぜるのはたいへんでした。 

次に、専用の機器で羊腸に詰めてい

きます。たくさん詰めすぎず、でもす

き間は空かないように。手の加減が

難しいのですが、みんな順番に並ん

でいるのでちょっと慣れたかなと思

ったら交代です。 

見慣れたウインナーの形にねじって

成形したら、最後にじっくり時間を 

8/5(火)横浜南センターにて、横浜南

エリア主催の「わくわく♪手作りソ

ーセージ体験」を開催しました。親子

6 組と単身者 4 名の計 18 名が参加

しました。 

講師は（株）パル・ミートより、山形

工場、商品担当の各スタッフにお願

いしました。今回は、実際に自分たち

でウインナー作りを体験します。 

まずは豚ひき肉ほかの材料をよくこ

ねていきます。温まらないように冷 

私たち活動組合員は年に数回、希望

すれば研修を受ける機会がありま

す。今回の活動組合員研修では「フー

ドバンクかながわ」に伺い、ボランテ

ィア体験をしてきました。 

始めに、フードバンクの運営方法や、

寄贈された食品がどのように必要と

される方に提供されるかについて、

説明を受けました。実際の食品仕分

けボランティア体験では、食品の種

類、賞味期限ごとに仕分け、棚入れ作 

横浜エリアより活動のご案内 

かけてゆでます。 

ゆで時間の間に、エリア今年度おす

すめ商品の『あらびきポークウイン

ナー』など、パル・ミートのハム・ウ

インナーについて学習しました。 

自分たちでいちから作ったウインナ

ーは、とてもおいしいと大好評でし

た。パル・ミートのハム・ウインナー

も試食しました。 

感想では、今後も親子で楽しめる企

画を希望する声がありました。（SR） 


